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左上 「田んぼダム」実施状況  農地・水・環境保全組織いなばエコフィールド協議会提供 

右上 流出量調整器具設置状況 特定非営利活動法人みさと田園空間クリエーターズ提供 

左下 トラクターによる畦畔塗り 塩野地域資源保全会提供 

右下 「田んぼダム」流出抑制状況 実施（左）、未実施（右） 新潟市提供  
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第１章 手引きの目的と背景 

１．１ 手引きの目的 

近年、地球温暖化に伴う気候変動の影響等により、洪水などによる水災害が頻発・激甚

化するとともに、水災害のリスクの増大が懸念されている中で、営農しながら取り組むこ

とができ、地域の防災・減災に貢献する「田んぼダム」の取組が注目されています。 

水田は、食料を生産する本来の機能に加えて、多面的機能の一つとして、大雨の際に雨

水を一時的に貯留し、時間をかけてゆっくりと下流に流すこと（これを、雨水貯留機能と

いいます。）で洪水被害を防止・軽減する役割を果たしています。「田んぼダム」は、小さ

な穴の開いた調整板などの簡単な器具を水田の排水口にとりつけて流出量を抑えること

で、水田の雨水貯留機能の強化を図り、周辺の農地・集落や下流域の浸水被害リスクの低

減を図る取組です。大規模な施設を造成する必要がなく、安価で、すぐに効果が発揮でき

ることが大きな特徴で、各地で取組が広がっています。 

「田んぼダム」の取組を始める際には、「田んぼダム」の効果、農作物の収量や品質への

影響、取組に必要な労力などの情報を農業者、地域住民、行政機関、土地改良区等の農業

関係機関、防災関係機関等の全ての関係者で共有することが重要です。 

その上で、関係者間で相談・協議を重ね、取組の内容や実施体制を整えるといった過程

を経ることにより、関係者相互の理解を深め、繋がりを強め、地域全体の協働による継続

的な取組を実現することができます。 

 

本手引は、「田んぼダム」の取組を導入し、継続的に実施する上で、地域における話し合

いの基礎となる情報や基本的な考え方をとりまとめ、「田んぼダム」の取組に携わる全て

の関係者の参考となることを目的としています。 

作成にあたっては、専門的な知識を有する学識経験者、「田んぼダム」を実施している

地域の自治体等の実務経験者、国土交通省水管理・国土保全局、国土技術政策総合研究所、

国立研究開発法人土木研究所、国立研究開発法人農業・食品技術総合研究機構、農林水産

省で構成する「水田の持つ雨水貯留機能の活用に向けた検討会」（参考資料１）における

議論・意見を踏まえ、農林水産省がとりまとめました。 

 

水災害に繋がるような豪雨は、いつ発生するかわかりません。そのため、地域が「田ん

ぼダム」の恩恵を得るためには、地域で農業が持続的に営まれ、農地が健全に保全され、

「田んぼダム」の取組が継続して行われる必要があります。「田んぼダム」を通じて地域

の農業や防災・減災への理解が深まり、地域住民や様々な関係者間の繋がりが強化され、

地域の持続性と協働力が向上することを期待します。 
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１．２ 手引き作成の背景 

 近年、時間雨量 50mm を超える短時間強雨の発生件数が増加しており、気候変動の影響

による水害の更なる頻発・激甚化が懸念されています(図１)。 

 

 
図１ １時間降水量 50mm 以上の年間発生回数（アメダス 1,000 地点あたり） 

出典：「「流域治水」の基本的な考え方」 国土交通省 水管理・国土保全局 

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf 

 

  このような状況を踏まえ、国土強靭化年次計画 2021（令和３年６月 17 日 国土強靭化

推進本部）では、気候変動の影響による降雨量の増加等に対応するため、流域全体を俯

瞰し、あらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」は、関係行政機関相互が緊密に

連携・協力して実施する具体的な施策のひとつであり、「流域治水」の実効性を高める

ため、「特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律」（令和３年法律第 31 号。

以下「流域治水関連法」という。）を整備し、推進するとしています。 
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「流域治水」は、河川、下水道等の管理者が主体となって行う従来の治水対策に加え、

集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、国、都道府県・市

町村、企業・住民等のあらゆる関係者が一体となって、 

① 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 

② 被害対象を減少させるための対策 

③ 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 

を、総合的かつ多層的に取り組むものです（図２）。 

まず、全国 109 の一級水系等（二級水系を含む）において、あらゆる関係者の協働に

よる治水対策の全体像を「流域治水プロジェクト」として策定・公表し、本プロジェクト

を実行することにより、「流域治水」を推進するとしています。 

 

また、「流域治水」の実効性を高めるため、流域治水関連法に基づき、国、都道府県、市

町村等の関係者が一堂に会し、雨水貯留浸透対策の強化、浸水エリアの土地利用等を協議

する「流域水害対策協議会」制度を創設し、協議結果を流域水害対策計画に位置付け、様々

な主体が流域水害対策を確実に実施する等、流域治水の計画・体制を強化するとしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ あらゆる関係者が協働して行う「流域治水」 

出典：「国土強靭化年次計画 2021」 国土強靭化推進本部 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/pdf/nenjikeikaku2021_02.pdf 
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「流域治水」のなかで、「田んぼダム」の取組は、氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための

対策として、全国 109 の一級水系の「流域治水プロジェクト」のうち 55 の水系で位置付

けられ、各流域で取組が推進されることとなっています（表１）。 

図３に「田んぼダム」の取組が含まれている「流域治水プロジェクト」の事例を示しま

す。 

 

表１ 「田んぼダム」が位置付けられている一級水系流域治水プロジェクト 

（令和３年３月時点） 

 

  

地方整備局名 水系 流域治水プロジェクト名

北海道 石狩川
石狩川(下流)水系流域治水プロジェクト
石狩川（上流）水系流域治水プロジェクト

北海道 尻別川 尻別川水系流域治水プロジェクト

北海道 後志利別川 後志利別川水系流域治水プロジェクト

北海道 天塩川 天塩川上流水系流域治水プロジェクト

北海道 留萌川 留萌川流域治水プロジェクト

東北 鳴瀬川 鳴瀬川水系流域治水プロジェクト

東北 北上川 北上川水系流域治水プロジェクト

東北 馬淵川 馬淵川水系流域治水プロジェクト

東北 高瀬川 高瀬川水系流域治水プロジェクト

東北 岩木川 岩木川水系流域治水プロジェクト

東北 米代川 米代川水系流域治水プロジェクト

東北 雄物川 雄物川水系流域治水プロジェクト

東北 子吉川 子吉川水系流域治水プロジェクト

東北 最上川 最上川水系流域治水プロジェクト

東北 赤川 赤川水系流域治水プロジェクト

東北 阿武隈川 阿武隈川水系流域治水プロジェクト

関東 荒川 荒川水系流域治水プロジェクト

関東 利根川
利根川・江戸川流域治水プロジェクト
中川・綾瀬川流域治水プロジェクト
小貝川流域治水プロジェクト

関東 鶴見川 鶴見川水系流域治水プロジェクト

北陸 荒川 荒川水系流域治水プロジェクト

北陸 阿賀野川 阿賀野川水系流域治水プロジェクト

北陸 信濃川 信濃川水系流域治水プロジェクト

北陸 関川 関川水系流域治水プロジェクト

北陸 姫川 姫川水系流域治水プロジェクト

北陸 神通川 神通川水系流域治水プロジェクト

北陸 庄川 庄川水系流域治水プロジェクト

北陸 小矢部川 小矢部川水系流域治水プロジェクト

地方整備局名 水系 流域治水プロジェクト名

中部 狩野川 狩野川水系流域治水プロジェクト

中部 菊川 菊川水系流域治水プロジェクト

中部 矢作川 矢作川水系流域治水プロジェクト

中部 木曽川 木曽川水系長良川流域治水プロジェクト

近畿 大和川 大和川水系流域治水プロジェクト

近畿 加古川 加古川水系流域治水プロジェクト

近畿 揖保川 揖保川水系流域治水プロジェクト

近畿 円山川 円山川水系流域治水プロジェクト

近畿 由良川 由良川水系流域治水プロジェクト

近畿 九頭竜川 九頭竜川水系流域治水プロジェクト

中国 旭川 旭川水系大規模氾濫時の減災対策プロジェクト

中国 佐波川 佐波川水系流域治水プロジェクト

中国 高津川 高津川水系流域治水プロジェクト

中国 千代川 千代川水系流域治水プロジェクト

四国 吉野川 吉野川水系流域治水プロジェクト

四国 肱川 肱川水系流域治水プロジェクト

九州 遠賀川 遠賀川水系流域治水プロジェクト

九州 山国川 山国川水系流域治水プロジェクト

九州 大分川 大分川水系流域治水プロジェクト

九州 大野川 大野川水系流域治水プロジェクト

九州 番匠川 番匠川水系流域治水プロジェクト

九州 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川水系流域治水プロジェクト

九州 大淀川 大淀川水系流域治水プロジェクト

九州 小丸川 小丸川水系流域治水プロジェクト

九州 球磨川 球磨川水系流域治水プロジェクト

九州 白川 白川水系流域治水プロジェクト

九州 筑後川 筑後川水系流域治水プロジェクト

九州 矢部川 矢部川水系流域治水プロジェクト
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図３ 「流域治水プロジェクト」事例 

出典：「最上川水系流域治水プロジェクト」 最上川流域流域治水協議会 

http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/river/tisui/kyougikai/03.pdf 
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 土地改良長期計画（令和３年３月 23 日閣議決定）においても、あらゆる関係者が流域

全体で行う協働の取組である「流域治水」を推進していくことが重要であるとし、大雨が

予想される際にあらかじめ農業用ダムやため池の水位を下げることによる洪水調節機能

の強化、「田んぼダム」による下流域の湛水被害リスクの低減、農地の湛水被害のみなら

ず市街地や集落の湛水被害も防止・軽減させる排水機場等の適切な機能発揮などを実施す

ることとしています（図４）。 

この中で近年特に注目されているのが、面的に広がる水田の雨水貯留機能を強化する

「田んぼダム」の取組で、土地改良長期計画では現状の取組面積（約４万 ha）の約３倍以

上とすることを目標として設定しており、既存ダムの活用や排水機場・ため池の整備など

を併せて「流域治水」の一環として推進していく必要があるとしています。 

 

 

図４ 土地改良長期計画（令和３～７年度）全体概要 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/totikai/attach/pdf/index-23.pdf 

  


